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要旨 : 

千葉第 3 連鋳において，総合的な設備診断システムを開発した。これらのシステムは昭和

56 年 4 月の稼動以来，品質保証と設備保全に大きく寄与している。品質保証に関する設備

診断内容としては次のようなものである。(1) ロールギャップ，アラインメント自動測定 

(2) セグメントロール機械履歴の自動作成，管理 (3) モールドの機械履歴の自動作成，管

理 (4) トーチカッタースラグ除去装置の異常診断 設備の予防保全に関するものとして

は，(1) 油圧作動油，油面監視 (2) 流体系統における異常監視 (3) スラブマーカーの自

己診断 (4) ロール荷重の監視 更に簡易診断計を連鋳機に適用し，設備の信頼性と品質保

証に向上した例として次のようなものがあげられる。(1) モールド長辺フレーム間隔の測定，

診断 (2) バルジング挙動の測定 

 

Synopsis : 
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